ワイズが出来形管理書類作成システムを

全国の略図・提出様式に対応してバージョンアップ

建設系ソフトウェア会社の(株)ワイズ（本社:長野県長野市）は、国土交通省、農林水産省、全国四七都道府県の施工管理基準に記載されている略図・提出様式に対応して出来形管理書類作成システム『出来形マネージャ』をバージョンアップした。

今回のバージョンアップでは、全国の略図・提出様式への対応の他、提出様式を出力する測点や測定項目の選択することもでき、Excel形式、PDF形式に出力できる機能が追加され、電子納品にも活用しやすくなった。操作性の面でもユーザーが編集した略図を他のパソコンと共有できる機能や、工事情報や検測内容についての入力漏れや、規格値と測定値の良否などのチェック機能、サムネイル一覧から略図を確認しながら選択できる機能などの新機能も拡充され、出来形管理書類作成の簡素化が図られている。

同システムは一ライセンス九八〇〇円で販売され、標準インストールでは国土交通省の提出書類を作成・出力できるようになっている。その他の提出様式・略図は各土木構造物集を九八〇〇円で購入することで作成・出力対応ができ、セットで購入すると価格も割引となる仕組みだ。

来年一月十日には同社ホームページ(http://www.wise.co.jp/)にて無償版をリリース予定で、初めてインストールしてから一年間は全ての機能を無償で利用することができる。

資料請求等の問い合わせ先は、(株)ワイズ（〇二六 ― 二六六 ― 〇七一〇）担当 山本まで。
